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松
本
市
で
は
市
立
小
中
学
校
に

１
人
１
台
の
学
習
用
端
末
を
整
備

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
鉛
筆

や
ノ
ー
ト
な
ど
と
並
ぶ
「
新
し
い

文
房
具
」
と
し
て
端
末
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人

以
上
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
こ

な
し
、
将
来
的
に
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
力
を
備
え
た
人
材
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
課
題
も
あ
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
今
後
「
教
育
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
が
進
め
ば
、
一
人
ひ
と
り

豊
か
で
快
適
な
未
来
へ

の
個
性
を
尊
重
す
る
学
び
の
実
現

も
可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
メ
リ
ッ

ト
で
あ
り
「
豊
か
な
生
活
」
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

百
回
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
よ

り
も
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
顔
を

合
わ
せ
て
の
会
話
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て

い
ま
す
。「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
推
進

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
快
適
な

未
来
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
あ
り
、

社
会
課
題
の
克
服
に
向
け
て
必
要

な
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

そ
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

さ
と
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
シ

テ
ィ
・
松
本
」
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
市
役
所
窓
口
で
の

諸
手
続
き
も
、
あ
え
て
出
向
く
こ

と
な
く
、
混
雑
を
避
け
て
自
宅
で

の
簡
単
な
操
作
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
時
点
で

は
誰
も
が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
、
活
用
が
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

松
本
市
で
は
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
よ
う
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
技
術
を
利
用
で
き

な
い
方
へ
の
対
応
を
考
え
、
公
民

館
で
の
講
習
会
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
習
得
の
機
会

を
設
け
る
だ
け
で
は
根
本
的
な
解

決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

十
分
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
て
い
る
世
代
で
あ
っ
て

も
、
顔
が
見
え
な
い
や
り
取
り
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
い
る
よ

う
で
す
。
人
と
の
温
か
み
あ
る
関

わ
り
を
残
す
工
夫
と
、
孤
立
化
し

な
い
配
慮
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

市
営
四
賀
球
場
の
西
駐
車
場

下
側
、
四
賀
支
所
の
北
東
の
高
台

に
バ
ラ
公
園
は
あ
り
ま
す
。
約
千

㎡
の
庭
園
に
3
0
0
本
あ
ま
り
の

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き
誇

り
、
ア
ー
チ
や
西
洋
風
あ
ず
ま
や

に
ベ
ン
チ
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
、

自
然
を
大
切
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
式

庭
園
風
で
す
。

　

バ
ラ
園
の
誕
生
は
、
2
0
2
0

年
地
元
の
有
志
の
『
四
賀
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』が
計
画
し
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
バ
ラ
は
、
寿
豊
丘
の

百
瀬
茂
さ
ん
が
育
て
た
多
く
の

種
類
の
バ
ラ
を

手
放
す
こ
と
を

知
り
、
譲
り
受

け
た
も
の
で
す
。

バ
ラ
の
苗
は
四
賀
市
営
球
場
の
緑

化
管
理
を
し
て
い
た
会
社
に
管
理

養
生
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
庭

園
整
備
・
植
え
込
み
作
業
な
ど
た

く
さ
ん
の
人
の
協
力
を
得
て
、
今

年
の
開
花
を
迎
え
ま
し
た
。

　

四
賀
地
区
に
は
、
国
内
最
大
級

の
福
寿
草
の
群
生
地
が
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
や

住
民
は
バ
ラ
公
園
と
と
も
に
『
花

の
里
』
と
し
て
四
賀
が
知
ら
れ
発

展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

新
設
の
公
園
で
は
、広
い
緑
の
空
間
の
な
か
で

た
く
さ
ん
の
バ
ラ
に
囲
ま
れ
て

バ
ラ
公
園

わ
が
ま
ち
自
慢
（
四
賀
地
区
）

適
応
性
が
高
い
子
ど
も
た
ち

人
に
も
社
会
に
も

　
価
値
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ
タ
ル
化
の
定
着
は
慎
重
に

シ
リ
ー
ズ

〈
第
３
回
〉

「
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
・
松
本
」
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
松
本
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
。
そ
こ
に
ど
ん
な
便
利
な
社
会
が
待
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

スマホ体験講習会（7月8日白板地区公民館にて）
講習会は毎月2回、各地区公民館で開催されます。

少し先のデジタルの担い手（旭町小学校）

来年はもっとあでやかに皆さんをお迎えします
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信
州
大
学
の
学
生
グ
ル
ー
プ

「
ロ
ッ
ピ
キ
」
は
、
大
学
近
く
に
あ

る
空
き
家
を
学
生
が
中
心
に
な
っ

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
学
生
や

住
民
、
誰
も
が
集
え
る
、
シ
ェ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
は

２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

６
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、

月
曜
日
と
金
曜
日
を
中
心
に
、
誰

で
も
気
軽
に
使
え
る
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

　
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ッ
ピ
キ
は
場
所
の
活

用
を
目
的
に
、
貸
し
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
も
利
用
が
で
き
ま
す
。
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
作
品
の
制
作
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
グ
ル
ー
プ
が
ロ
ッ
ピ
キ
を
活

用
し
て
お
り
、
学
生
グ
ル
ー
プ
の

活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
に
も
積
極

的
で
す
。
代
表
の
鈴
木
七
海
さ
ん

は
「
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

団
体
、
面
白
い
人
を
ロ
ッ
ピ
キ
に

呼
ん
で
、
一
緒
に
学
び
た
い
」
と

話
し
、
コ
ラ
ボ
が
き
っ
か
け
で
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
は
、「
ゆ
う
ぐ
れ
の
箱
」

と
題
し
、
古
本
屋
、
珈
琲
屋
と
コ

ラ
ボ
し
て
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
読
書
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ

ラ
ボ
企
画
を
通
し
て
、
ロ
ッ
ピ
キ

が
他
の
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る

場
に
な
り
、
学
生
同
士
の
新
た
な

交
流
の
機
会
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

暗
く
な
る
に
つ
れ
、
ロ
ッ
ピ
キ

か
ら
の
漏
れ
光
が
通
り
を
照
ら
し

ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
「
通
り
に
電

気
が
点
い
て
い
る
家
が
あ
る
と
地

域
に
活
気
が
生
ま
れ
る
」
と
述
べ
、

ロ
ッ
ピ
キ
が
地
域
に
活
気
を
取
り

戻
す
明
か
り
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　
ロ
ッ
ピ
キ
は
、
学
生
、
住
民
関

係
な
く
誰
も
が
利
用
で
き
る
場
で

あ
り
、
過
ご
し
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
何
気
な
く
集
ま
っ
た
人
た

ち
が
交
流
し
つ
な
が
る
こ
と
で
、

ロ
ッ
ピ
キ
が
そ
の
人
の
居
場
所
に

な
り
、
多
様
な
灯
り
を
発
し
ま
す
。

通
勤
途
中
に
見
る
北

ア
ル
プ
ス
で
好
き
な

景
色
は
雪
の
北
ア
ル

プ
ス
。
降
り
始
め
の

頃
の
姿
か
ら
、
だ
ん

だ
ん
と
雪
が
増
え
姿

を
変
え
て
い
く
北
ア

ル
プ
ス
の
変
化
を
見
る
の
が
日
課

の
よ
う
に
な
り
、
毎
年
こ
の
雪
は

い
つ
ま
で
あ
る
の
か
？
と
思
い
な

が
ら
職
場
へ
と
向
か
う
▼
冬
の
晴

れ
た
日
に
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
見

る
と
元
気
を
も
ら
い
「
今
日
も
１

日
頑
張
ろ
う
！
」
そ
ん
な
思
い
に

な
る
。
時
に
は
こ
の
ま
ま
白
馬
ま

で
行
き
た
い
思
い
に
な
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
北
ア
ル
プ
ス
の
雪
も

少
な
く
な
っ
て
来
た
▼
初
冠
雪
か

ら
変
わ
り
行
く
北
ア
ル
プ
ス
を
見

る
の
が
楽
し
み
と
な
り
、
同
じ
よ

う
だ
が
毎
日
違
う
よ
う
に
見
え
る

北
ア
ル
プ
ス
を
写
真
に
収
め
る
こ

と
も
。
春
に
な
り
ひ
と
雨
ご
と
に

雪
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
る

と
寂
し
く
な
る
が
、
里
で
は
雨
で

も
山
は
雪
と
い
う
こ
と
も
あ
り
雪

が
増
え
る
こ
と
も
▼
そ
ん
な
北
ア

ル
プ
ス
も
冬
の
山
か
ら
夏
の
山
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
だ
山
に

は
雪
は
あ
る
が
梅
雨
が
終
わ
る
頃

に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
寂
し
い
も
の
が
あ
る
が
夏
の

北
ア
ル
プ
ス
は
冬
の
北
ア
ル
プ
ス

と
違
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
の

で
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。

⑦
学
生
と
住
民
の
た
ま
り
場

信
州
大
学

　
　 

ロ
ッ
ピ
キ

信
州
大
学

　
　 

ロ
ッ
ピ
キ

視 点
た
ま
り
場
ロ
ッ
ピ
キ

コ
ラ
ボ
で
つ
な
が
る

地
域
に
灯
る
明
か
り

訪れた人の足跡「ロッピ木」

読書会の様子、使い方は人それぞれ

●
公
民
館
長

中

央

第

三

城

北

大

手

和

田

安

曇

●
公
民
館
主
事

中

央

第

一

石
川
　
善
啓

武
井
　
保
典

小
岩
井
成
人

遠
藤
　
　
彰

萩
原
　
良
治

大
野
　
　
修

酒
井
　
謙
一

朝
倉
　
光
貴

第

二

東

部

城

東

白

板

庄

内

中

山

神

林

笹

賀

　
寿
　

奈

川

栗
田
　
幸
信

古
謝
　
彰
貞

三
澤
　
孝
吉

片
桐
　
史
門

小
林
　
　
大

宇
治
　
　
樹

丸
山
　
貴
大

矢
口
　
竜
也

竹
村
　
夕
馬

奥
原
　
美
鈴

第

一

第

三

東

部

城

北

中

央

安

原

城

東

白

板

庄

内

鎌

田

松

南

山
内
　
敦
子

上
條
　
恒
嗣

小
澤
佐
智
浩

吉
見
　
隆
男

澤
柳
　
秀
子

大
和
　
　
靖

浅
田
　
達
夫

髙
山
　
剛
正

大
野
田
彰
孝

南
雲
多
榮
子

藤
森
　
俊
男

島

内

中

山

島

立

新

村

和

田

神

林

笹

賀

　
寿
　

寿

台

松

原

岡

田

川
上
　
　
弘

真
次
　
敬
子

上
條
貴
志
子

山
口
　
　
茂

塩
原
真
由
美

藤
澤
　
良
彦

窪
田
　
　
守

上
平
　
貴
明

江
藤
　
弘
子

曽
根
原
　
豊

増
沢
　
忠
芳

入
山
辺

里
山
辺

今

井

内

田

本

郷

四

賀

安

曇

梓

川

波

田

大
学
生

大
澤
　
深
志

浅
海
　
智
広

中
村
　
　
朗

酒
井
　
　
洋

杉
江
　
夏
実

松
村
　
京
子

赤
穂
　
武
美

森
　
　
鉄
雄

古
田
　
豊
樹

工
藤
　
太
陽

令
和
４
年
度 
館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
４
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
４
年
度 
館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
４
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
４
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
４
年
度 

新
任
公
民
館
職
員
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会
田
富
士
と
呼
ば
れ
る
虚
空
蔵

山
に
は
、
か
つ
て
海
で
浸
食
さ
れ

た
砂
岩
の
岩
肌
に
、
社
や
摩
崖
仏

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
田
に
あ

る
中
世
の
大
規
模
遺
構
「
殿
村
遺

跡
」
な
ど
、
こ
の
一
帯
に
残
る
多

く
の
宗
教
施
設
か
ら
、
一
大
信
仰

空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

四
賀
地
区
は
、
人
口
４
１
３
９

人
１
８
９
９
世
帯
（
７
月
１
日
現

在
）、
27
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

都
会
か
ら
若
者
の
移
住
希
望
も

多
く
、
空
き
物
件
待
ち
の
状
況
で

す
。
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
移

り
住
ん
で
来
ま
し
た
。
新
旧
の
住

民
が
集
う
「
結
ぶ
市
」
も
盛
況
で

す
。
新
し
い
文
化
の
拠
点
の
、
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

　

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
会
田
川
・

保
福
寺
川
が
流
れ
る
四
賀
地
区

は
、
古
く
か
ら
嶺
間
と
呼
ば
れ
、

縄
文
時
代
中
期
か
ら
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
廷
に
よ
り

東
山
道
・
錦
服
駅
が
置
か
れ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
伊
勢
神
宮
御

料
地
で
あ
る
会
田
御
厨
が
置
か

れ
、
小
県
地
方
か
ら
進
出
し
た
会

田
氏
が
地
頭
と
な
り
ま
し
た
。
虚

空
蔵
山
を
中
心
に
山
城
を
造
り
、

長
き
に
わ
た
り
こ
の
地
を
治
め
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
善
光
寺
道
（
北

国
西
脇
往
還
）
や
江
戸
道
（
保
福

寺
道
）
が
通
り
、
刈
谷
原
宿
・
会

田
宿
・
保
福
寺
宿
が
置

か
れ
、
江
戸
中
期
以
降

は
幕
領
に
編
入
さ
れ
、

明
治
を
迎
え
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
、
27
ヵ
村

か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
22
（
１
８
８

９
）
年
の
町
村
制
施
行

に
よ
り
、
錦
部
・
会
田
・

中
川
・
五
常
の
４
ヵ
村

と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
、
町

村
合
併
促
進
法
に
よ
り
合
併
し
、

４
ヵ
村
の
合
併
を
賀
す
と
い
う
意

味
を
込
め
「
四
賀
村
」
と
名
付
け

ま
し
た
。

　

昭
和
11
年
に
発
見
さ
れ
た
ク
ジ

ラ
の
化
石
が
穴
沢
に
現
地
保
存
さ

れ
、
化
石
館
に
は
１
３
０
０
万
年

前
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
完
全
化

石
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
領
で
あ
っ
た
た
め
、
廃
仏
毀

釈
の
影
響
を
受
け
ず
、
寺
院
や
仏

像
が
数
多
く
現
存
し
ま
す
。
鎮
守

神
28
社
、
寺
院
10
、
小
祠
・
社
殿

約
５
０
０
、
堂
７
な
ど
が
あ
り
、

石
造
文
化
財
に
お
い
て
は
２
９
０

０
基
に
も
お
よ
び
ま
す
。

松本平の野鳥たち

絶景の峠道や練習コースなど、松本市はオート
バイを楽しむ環境に恵まれています。無理せず
急がず、風を切って走った後は、お気に入りの場
所でコーヒーブレイクです。

29

表紙について

交
通
の
要
衝

文
化
財
の
宝
庫

新
し
い
風

（撮影　2022.6.19 松本市四賀地区）

近年各地で分布拡大しており、松本市内でも高密度で
観察されている鳥類の「特定外来生物」です（２００５
年に指定）。大きさはスズメの倍くらい。藪を好み、姿
を見る機会は少ない。留鳥化し１年を通じてかなりや
かましく囀り、何の鳥の声？との問い合わせが多い。

ガビチョウ （2021.10 松本市・里山辺　写真提供：信州野鳥の会）

大規模な「大結ぶ市」は年４回開催

虚空蔵山の斜面に建てられた岩屋社

い
つ
の
時
代
も
重
要
な
拠
点
　
　
　
四
賀
地
区

やぶ

さえず

れ
い

に
し
ご
り
の
え
き

あ
い

ほ
っ

ま
が
い
ぶ
つ

し
ょ
う
し

ば
く
り
ょ
う

に
し

こ
く

わ
き
お
う
か
ん

こ

く
ぞ
う
さ
ん

だ

ち
い
さ
が
た

み
く
り
や

か
ん
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